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▲咸臨丸模型(縮尺1/50)神到|県立歴史博物館蔵

　咸臨丸は、幕府の発注で1857年オラ

ンダで建造された蒸気軍艦。太平洋横

断の後は、小笠原諸島の測量、北海道

開拓使の物資運送などにあてられた。

その後民間会社に移されたが、明治３

年北海道沿岸で難破した。

　　　　▲勝海舟の肖像　個人蔵

　サンフランシスコで撮影したもの。頬の

あたりの朱は、勝自身がたわむれに着色し

たと伝えられる。｀－～./

　
こ
の
度
、
壬
生
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
第
Ｈ

回
企
画
展
「
壬
生
の
サ
ム
ラ
イ
太
平
洋
を
渡
る
～
咸

臨
丸
渡
米
か
ら
岩
倉
使
節
団
へ
～
」
を
開
催
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
か
ら
約
1
4
0
年
前
の
江
戸
末
期
、
壬
生
の
サ
ム
ラ

イ
と
し
て
幕
府
軍
艦
（
咸
臨
丸
〉
で
日
本
人
初
の
太

平
洋
横
断
を
な
し
と
げ
た
人
物
が
い
ま
す
。
彼
は
、

軍
艦
奉
行
木
村
摂
津
守
の
従
者
役
と
し
て
乗
船
し
た

壬
生
藩
士
で
、
斎
藤
留
蔵
と
い
い
ま
す
。

弘sj

化ｶヽ彼

は
、
壬
生
藩
士
喪
藤
佐
左
衛
門
の
四

元
年
（
１
８
４
４
年
）
に
生
ま
れ
、

玉
藩
士
喪
藤
佐
左
衛
門
の
四
男
と
し
て

〒
８
４
４
年
）
に
生
ま
れ
、
安
政
２
年

年
）
　
Ｈ
歳
で
幕
府
代
吉
江
川
太
郎
左
側

〒
８
６
０
年
）
　
１
月
1
3
日
、

入
門
し
ま
し
た
。
そ
し
て
彼
が
1
6
歳
の
万

１
８
６
０
年
）
１
月
1
3
日
、
勝
海
舟
、
福
の左
万尤衛

ジ
ョ
ン
万
次
郎
と
と
も
に
軍
艦
（
咸
臨

に
乗
船
し
、
日
本
人
に
よ
る
初
の
「
太
平
洋
横

と
い
う
快
挙
を
な
し
と
げ
ま
し
た
。

　
軍
艦
奉
行
木
村
摂
津
守
、
艦
長
勝
海
舟
ら
9
0
余
名

の
一
行
は
航
海
研
究
の
た
め
、
冬
の
北
太
平
洋
の
荒

波
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
3
7
日
間
の
太
冒
険
を
経

て
ア
メ
リ
カ
に
到
着
し
ま
し
た
。
こ
の
冒
険
の
状
況

は
彼
の
そ
の
日
記
《
亜
行
新
書
》
に
詳
し
く
、
当
時

1
6
歳
と
は
思
え
ぬ
正
確
な
記
録
を
残
し
て
い
ま
す
。

､ -

　　▲斉藤留蔵16歳

(サンフランシスコにて撮影)

　　　　　　　　▲斉藤留蔵16歳の航海日記《亜行新書》個人蔵

　遣米使節の任命から咸臨丸の乗組氏名、および同艦航行の模様を日記体に記し、

閑３月26日咸臨丸がサンフランシスコを出航するまでを収める。航海の状況をもっ

とも詳しく、正確に記した日記。初公開。

２



　　　▲ジョン万次郎の肖像　個人蔵

万次郎48歳の時の写真。高知にて撮影したもの。

《展示構成》
第１部「咸臨丸渡米と壬生藩」

　第１章　壬生藩鳥居恋宝家来・斎藤留蔵

　第２章　咸臨丸渡米と従者・斎藤留蔵16歳

第ｎ部「岩倉使節団と壬生」

　第１章　岩倉使節団と海軍留学生・斎藤留蔵

　第２章　岩倉使節団と司法留学生・鳥居恋文

　第３章　岩倉使節団とその後

　　　　　　　～斎藤留蔵と鳥居恋文の場合～

帽|期　間：平成16年２月７日出～３月14日(日)

傷時　間：午前９時～午後５時

　　　　　(入館は４時30分まで)

孝観覧料:200円(中学生以下無料)

濠休館日：月曜日及び、火曜日午前

==参主　催：壬生町／壬生町教育委員会

回⑩順順．飛語　　奏　　朧　　i……蔚回
　　　　　　　ﾆﾆ　　　　　　　　　　::

３

講演会「威臨丸一行のアメリカ渡航記

　　　一壬生藩士・斉藤留蔵16歳の日記を中心に一」

圖日　時：３月７日（日）午後２時～

�講　師：横浜開港資料館

　　　　　　　　　調査研究員　伊藤久子氏

●定　員:100名（聴講無料）

�会　場：壬生中央公民館研修室

◆問合わせ＆申込み：町歴史民俗資料館

　　　　　　　　　　　　　昔８２－８５４４

▲福沢諭吉と少女の肖像慶厘義塾福沢研究ｾﾝﾀｰ蔵

　サンフランシスコのシュー写真館で撮影

した写真。アメリカ滞在中は内緒にして、

ハワイを離れてから船中の人々に見せびら

かしたというエピソードがある。

　
さ
ら
に
、
明
治
４
年
（
１
８
７
１
年
）
Ｈ
月
1
2
目

岩
倉
具
視
を
特
命
全
権
大
使
と
し
て
木
戸
孝
允
、
大

　
　
と
し
み
ち
　
　
　
ひ
ろ
ぶ
み
　
　
　
ま
す
か

久
保
利
通
、
伊
藤
博
文
、
山
口
尚
芳
を
副
使
と
し
た

岩
倉
使
節
団
の
同
行
留
学
生
と
し
て
参
加
し
、
ア
メ

リ
カ
で
海
上
砲
術
の
研
究
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
時
、
旧
藩
知
事
鳥
居
恋
文
も
法
律
学
を
修
業
す
る

た
め
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ど
う
い
う
事
情
か
海
軍
か
ら
農
業
の
研

究
に
移
り
、
ア
メ
リ
カ
の
農
科
大
学
に
学
ん
で
、
帰

朝
後
伊
豆
山
に
日
本
初
の
牧
場
を
経
営
し
ま
し
た
。

　
こ
の
展
覧
会
で
は
、
（
咸
臨
丸
）
最
年
少
の
乗
組

員
を
振
り
出
し
に
、
初
の
海
軍
委
託
生
、
初
の
牧
場

経
営
と
大
活
躍
し
た
「
斎
藤
留
蔵
」
と
は
何
者
か
ー

そ
の
知
ら
れ
ざ
る
実
像
を
初
公
開
を
含
む
1
2
0
点
の
資

料
（
重
要
文
化
財
を
含
む
）
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

▲咸臨丸難航図　鈴藤勇次郎画　横浜開港資料館蔵
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